
体験
し
て
い
る
鄭
氏
が
そ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
わ
け
が
な
い。

担問荏
イ
コ

劃

l
ル

引退と
は
い
え
な
い
理
由
が
そ

聞

と
に
あ
る。

蟹
は

怨裏金
腐
の

l
呼

ポ
スト
そ去
っ
た
あと
も、
間
違い

Fド』
J川d
叫
却

なく警若者
で

あ受d。

江沢民替聞は、

霊d工
学の

専門家で、

軍主
強相、
上
海
市

長、

よ海市党祭書記、

政治
局員

中
国
の一

実
力
者、

票
率
民
議
後の
ポ
ス
ト
で
あ
る
党
案
審
重
席
の
地
震
辞
任
し
た
と
と
が
明
ら
か
に
なっ
た
が、
そ
の
経
一
位
畑
綿

輔
帥

一
な
ど
を
産し
て
い
る
が、
ー
と
の

3

言

語

撃
が少
ぎ
な
い。
少
を
と
も、
郵
氏の
と
れ
ま
で

告
は変わ
ら
ず、

見
の
イ
メ
l
ヲ
アッ
プ
霊っ
た
実
一
く
江

；

得

一
か
か
わ
り
は
まっ
た
く
な
いJ

P
月

一

昨

防

府

ι

t

一
宮央

霊

園

審

議

官

質
の
と
も
な
わ
な
い
「
辞
任
劇」
と
い
え
そ
う
だ。

（
伴
野
朗
飽
き

一

封

書

一
全
舎
で
総
書
記
に
昇
格
し
た
時

一

副主

審

一

震
は
八
七
年月
か
宇一
月一

春

季、

費官

軍

事
を
放
さ
な
か
っ
た。

費
量一
度一
人
の
長
老
に
よ
る

義制

整一

一

秘

一
、

襲
警
の
謀
議
さが

己
診
ての

第十
三
開会
同
袋一
ず
るポ
ス
ト
に
つ
い
た。

←
自
の
復
活
（七
七
年

月）

呈
さ
れ
て
い
る。
乙
の
「
老
人

道
一

；

：

副

一

号
れ
て
足。
「
会」
の
安

監
禁日間一〈お時間技
能一
在日尚
喜一時
九gy－－一一一1i
j
一間
話
器開

り
か、
中
央
餐
貨
に
も
認
候
補
せ一
鼓命
の
伝統
か
ら、

軍を
支配
宮Q一
た。

一一

今回
の
獄
事祭主
席
辞
任
が、
そ一
メ
l
ジ
を一
摘
する
た
め
の
街憾
と
一
綱
は、
軍の

長老
で
な
い
と
鐙
れ
な

ず、
ヒ
ラ
の
党
員
と
な
っ
た。
だ一

意、

書

寝
室
鍾
る
と
と
を一

いま
中
国は、
党
規
約
に
よ
る党

古
豪
警
実
力者
の
地
位
に
マイ
五る
の
が一
般的で
あ
ろ
う。

宣
下
さ
れ
て
差。
江
総
震
に
そ

が、
党
中
央
軍
喪
主
席
の
ポ
ス
ト一

震
し
て
い
る。
毛沢
葉
主
席
も一
の
権
力
機
構
の

走、
「八
喜一
ナ
ス
要
警
は
た
す
と
は
考
え
ら
れ
言
は、
一
度
権力
を
放
せ
ば
、
政治一
の
実
力が
あ
る
か
と
い
う
と、
否
定

だ
げ
は、
党
規約
そ
「
改
正」
し
て
一
権力
の
座
に
あ
る
問、
乙
の
ポ
ス
ト一一回
」
と
呼
ばれ
る
八
十歳
以
上
の
ん一
な
い。一大
安
門
事
件
以
後、
暗い
イ一
的
生
命
は終
わ
るa一二
度
の
失
闘
を一
的

にならぢる
を
得
な
い。

中
間の
書
笑

事・
剛山
小平
器
覚
中
央
軍
事
室腐
を
辞
任
し
た
が、
と
れ
は
本

ト
か
ら
退い
た
と
いっ
て
も、

重一

と
の
先、
注
目
し
たい
の
は、
組一
を
窓
に
迎え
る
か
わ
り
に、

富
潔

の
引退
で
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ。
一
筆
磁
器吋

建
立一
琵
爵一

京入っ
て
く
る
ζ
と
が
支
完

治
に

訂芭
を
震
ず
る
の
か・

義者
に
清輝の
な
い
江
田
島
党総
由

理
選
ん
だ

一

一

舟
後も
脅
曲目
密
で
あ
る
ζ
と
に
一
議
密

室・め
た
政
湾局
虫八一
る。
m
a
男
揺
し
ず
と
るの

恐
思何
か。
と
の時期
を
潜ん
だ
のは
なぜか。
中
閉

動

向
家

一

一

怒
り
は
な
い
だ
ろう。

一
が
補充
さ
れ
るか
どう
か
だ。
江
氏一
で

はなか歪ぷ。

に聞いた。

軍

の

掌

握

力

に

不

安

部

小

平

氏

の

影

は

消

え

ず

一

馴一

「

政

権

＃

表

看

板

だ

け
「

穏

健

派
」

に

軍

が

発
一一一
口

力

増

す

こ

と

も

不
安
が
あ
る、
と
甲
雪。

後継者育

成
を
過
去二
回
失
敗
し、
自
ら
の
肉

体的限界が近づい
て
い
る
こ
と
か

な
の
だ
か
ら、
完
の
ト
ッ
プ
で
ある

一
決
め
て
おか
なけれ
ば
必
ず
ゴ
タ
ゴ一
そ
定
着
さ
せ
る
期
間
を
持
っ
た
骨

一
総書聞
が中
央
軍事
蚤主
席
を
兼ね

一
タが
飽
きる、
と
考
え
て
い
た。
一
に
は、
も
う
待
て
な
か
っ
た
わ
け

一
る
の
は自
然、
と
も宮
え
る。

一

江
沢
民秘書聞
と
いう
銘の
トッ
一
だ・

v

一

と
は
曾う
も
の
の
、
突は今
回の

一
プ
が
後
継者
に
つ
く
の
処
理
屈
の一

防
毒事
読
主席
寺
第一
附

一
人
取
は
か
な
り

震U
た
い雪
だ＠

一
通
っ
た
滋
択だ。
こ
の
人が
総
償問一
主
席
にな
っ
た
鋤
尚
昆
氏は、
低園田

一
郵
氏
の
後
総省
に
指名
さ
れ
た
故
・

一
に
なっ
た
の

お氏
の強
い
窓
肉だ
一
か
ら
い
え
ば｝
標準
君
が、
八＋

一
刻矧
邦、

憩
蓄、
江
震
の一一
民

一
っ
た。

張、
江
氏
語、
知
ら
れ一一一
T
3
2
2
齢

三
一
…．

会．
．

 

E
・

j…一
の
う
ち、

寝

室

事ス

一
て
い
る
限り
で
は
軍
歴
が
な
い。
中一
し
カ
し

む
民が
ト
ップ
に
な
る
と一
・

・
一
トに
は
つ
り
な
い
ま
ま。
越
民
も第

…

伊
達

宗義
氏

…
一
国
2、
軍
盤、
軍
功
の
な
い
合一
し
て
も、
実
際
議
毒
か
ず
の
台
二

繍
浜
市
立
大
護
…
一
一
問主
席
レ
ベ
ル
で
失
跡
し
た。
人

…

拓殖
大
学
海
外
事
情
万
一

暑
中で
そ
っ
ぽ
高
か
れ
る。
一

男
ろ
うo
そ
う
い
ろ
罰

昼
間小
平
氏
は
今
年
六
月、
江．

2
民
解放
箪
内
に
ほ
と
ん
ど

重
葱

…・
：

時ι－

ji－－
i
…

z

昔、

震
の
よ
う
な
実
力
意一
ず
あっ
た
は
ずだ。
江

奇

麗一

号

室
記
就
任
を
決
め
た
時
点
寸
の
に、
江
氏が
い
き
な
皇
霊

郵
小
平
氏
が
ζ
の
時
期
に
申
失事一
背
後
で
目
を
先
ら
せ
て
い
な
け
れ一
が
に
ら
み
を
きか
せ
て
い
る聞
に事一
で、

「
中
央
軍
事
委主
席
の
ポ
ス
ト一
就
伊レ
た
の
だ
か
ら、
調藍
に
ある

塁

塁
いた
の
は、
も
う
と一
ば、
揮
者つ
被
る
こ
と
は
で

芝

居
食
を
つく
り、
や
が
て
号一

議
る」
と

霞
し
て
い
た。

互

選

最
か
かっ
た
の
霊
祭

れ
以よ
は
後
鱗者選
び
を
待
て
な
い一
ぃ。
し
か
し
郎
氏
も
年
齢
か
ら
み一
ト
ッ
プに
定
窃
宮也、
と
い
う
筋轡
一
恕昧で
は既
定
の
勝
線通
りと
聞
え一
も
しれ
な
い。

時
期
答
て
いた
と
い
き
と
だ。
一
て

き
厚
奪うい
った
繁一
き
だろ
う・

二
る。

菜、
党
の
機
努よ
か
会一

と
ろ
し
た
人

著
名
時点
存

易
自
の鳳い
う
ち
に

義
孝一
を
保
て
る
わ
け

患
い。
江
額一

だ
か
ら、

震は
すべ
て
の
ヰ一
っ
て
も、

人民豪雪量一っ
た
習
と
し
て
は、

震
の
震
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軍長老らに

不満を残す
ちょっと意外といえば意外だ一が普通の状態にあれば
別かもし

った。中国はいま、党政治局か一れないが、戒厳令が敷かれて

天安門事件の処理をはじめ重要一いるような時に、江氏ではと

問題で、保守派の中の
強硬派と一ても持ちこたえられないだろ

いわば
妥協派に真っ二つに割れ一う。

ている
微妙な時期だ。しかも、．一
軍内にはさらに、改革派に同

天安門
事件で功績があったとさ一情的な勢力もいるわけで、江氏

れる楊尚昆・国家主席が後がま一自身、手腕がないのに持ち上げ

を狙っていた。そうした中で江一られでも困ると思っているので

沢民民を後継に持ってきたの一はないか。郵氏の立場からみれ

は、文民指導体制をつくろうと一ば適当とみえる人事でも、かえ

いろ郵小平民の考え方からすれ一って郵民の目指す結果は実現し

ばなるほどと思わせる。しか一にくくなったといえる。

し、形の上で文民
指導体制への一
今後は、戒厳令の解除の時期

第一段階とみえても、
指導部内一がまず問題になってくる。
破綻

に多くの不満を残しており、か一（はたん）した経済の立て直し

えって今後に、問題を残すと思一もある。

われる0

．一
もう少し詳しいλ事をみてみ

まず、軍の長老が不満だ。楊一ないとわからないが、
強硬派、

尚昆、楊臼泳両氏や李鵬首相一妥協派そして越紫陽民につなが

ら天安門広場の武力制圧事件一る改革派の聞での権力闘争はよ

で自ら手を汚した人たちも大き一り複雑な形になって続くことに

な不満を持つだろう。いま中国一なるだろう。

…
中嶋
嶺雄氏

墓尽外大教慢…

ら、郵氏としてはかなりせっ一バランスを取ったのだろう。そ一呼んで同じ注意をしている。そ

ばつまった思いがあっただろ一の意味では、妥協の色が強い人一して、毛沢東が四人組の頭越し

う。

一事だが、軍組織を楊兄弟が握っ一に華国鋒を
後継に指名したよう

軍内部に強い影響力を持つ楊一ていることに変わりない。
一に、郵民は楊民を抑える形で江

尚昆、白涼兄弟とどう折り合い一
出較的「穏健派」とのイメl一氏を名指しし、「江沢民のもと

をつけるか、が
焦点だったが、一
ジがある江沢民民を表看板に立一に団結せよ」と言明していた。

江沢民民が主席に就く一方、、楊一てて、天安門流血事件の当
事者一
しかし、上海という地方の党

尚昆氏は第一副主席に、白涼氏一楊尚昆氏が「院政」を敷くこと一幹部から中央入りした江氏が軍

は秘書長にそれぞれ昇任させて一も考えられる。

一にも党にも基盤を持たないのは

一明らかだ。

，、
主回
目印
己才、
：z－
、訪
一
ここでも地方から突然、中央

21
C
H
2kド
（
J
と
ぷ

一に引き上げ
完た華国鋒の場合

一と同じととが雷える。郵氏と

毛沢東、郵小平というカリス一軍事委秘書長に掃し込むことに一しては、江氏に早い時期に実

マ的
指導者がら、いかにして文一成功しており、かろうじて妥協一績をあげさせようとするだろ

民による集団指導体制に移行し、一が成立した人事だといえる。’
一う。

ていくかが中国の政治的課題で一
部氏は後継体制づくりでは、一
部氏にあと二年あれば相当な

あり、都民の意思でもある。郵一晩年の毛沢東と同じことをやっ一ことができるが、綱渡り的で中

氏が江沢民氏を後継にできたこ一ている。毛沢東は晩年、四人組一国の政権が安定したとは言えな

とは彼の描いた構想が生きてい一を呼んで「徒党を組むな」と指一い04胡耀邦、越紫陽
両氏による

ると雷えるが、一方で、後継の一示した0
．

一
後継づくりの失敗に続き、今回

地位を強く求めていた
楊尚昆・一
今回、郵氏も
天安門
事件直前一も文民指導体制の確立に失敗す

国家主席も弟の鳴門官泳品右中央一の王丹三十一四必李鵬省凋らを一る危頓幅
拡滴い
一ザ強ろJe－－ε


